
中学生へのおすすめ本

書名：みつきの雪

著者：眞島 めいり／作，牧野 千穂／絵

出版社：講談社

出版年：2020年

あらすじ：信州の村に住む小学5年生の少女・満希は、都会からの山村留

学生、行人と友人になる。やがてふたりは同じ高校に進んだが…。小学

生から高校生に至る過去の時間の間を行き来しながら、ふたりの交流と

成長をあざやかに描く。

書名：アーニャは、きっと来る

著者：マイケル・モーパーゴ／作，佐藤 見果夢／訳

出版社：評論社

出版年：2020年

あらすじ：第二次世界大戦下のフランス山間部の村。羊飼いの少年

ジョーは、ユダヤ人の子どもたちと出会い、彼らの亡命に協力すること

になる。さて、村人全員を巻き込んだ大騒動の逃亡劇の行方は…。

書名：生命の樹

著者：ピーター・シス／作・絵，

出版社：講談社

出版年：2020年

あらすじ：自然淘汰による「進化論」を発表し、世界を揺るがせた博物

学者ダーウィンの生涯を、何度でも見たくなる繊細で緻密な絵で描き上

げた絵本。芸術性が高く、科学の好きな大人の読者をも魅了する。

書名：よみがえった奇跡の紅型

著者：中川 なをみ／著

出版社：あすなろ書房

出版年：2019年

あらすじ：沖縄を代表する伝統工芸の紅型は、琉球王朝時代に完成した

が、明治末期には衰亡の一途をたどっていた。「紅型」に魅せられた芸

術家による奇跡の復活と再興を描いたノンフィクション。

書名：天使のにもつ

著者：いとう みく／著，丹下 京子／絵

出版社：童心社

出版年：2019年

あらすじ：保育園を職場体験先に選んだ中学2年の風汰。「なんだって、

こんなとこ選んじゃったんだろっ」と、保育園の看板に目をやって、た

め息をついたこともあったが…。風汰の5日間の物語。

書名：泥

著者：ルイス・サッカー／作，千葉 茂樹／訳

出版社：小学館

出版年：2018年

あらすじ：立ち入り禁止の森で、なにか恐ろしいことが起こる予感がす

る…。環境問題を背景に、バイオテクノロジーが生んだモンスターの恐

怖を、ミステリータッチのスリラーとして描いた、コメディ要素をふく

む作品。



タイトル 著者名 出版社

1 ひとすじの光：写真科学絵本
ウォルター・ウィック／文・写真
千葉 茂樹／訳
佐藤 勝昭／監修

小学館

2 エベレスト：命・祈り・挑戦
サングマ・フランシス／文
リスク・フェン／絵
千葉 茂樹／訳

徳間書店

3 絵本玉虫厨子の物語 平塚武二　作　太田大八　画 童心社

4 さがしています アーサー・ビナード　作　岡倉禎志　写真 童心社

5 ここが家だ
ベン･シャーン　絵
アーサー・ビナード　構成・文
和田誠　装丁・デザイン

集英社

6 ぼくの見た戦争 高橋邦典　写真・文 ポプラ社

7 絵で読む広島の原爆
那須正幹　文
西村繁男　絵

福音館書店

8 よあけ
ユリー・シュルヴィッツ　作・画
瀬田貞二　訳

福音館書店

9 コロンブスの航海
ピエロ・ベントゥーラ　絵
ジアン・パオロ・チェゼラーニ　文
吉田悟郎　訳

評論社

10 西風号の遭難
Ｃ・Ｖ・オールズバーグ　絵と文
村上春樹　訳

河出書房新社

11 15歳、まだ道の途中 高原 史朗／著 岩波書店

12
先生、ウンチとれました　野生動物のウ
ンチの中にある秘密

牛田 一成／著 さ・え・ら書房

13 戦場の秘密図書館　シリアに残された希望
マイク・トムソン／著，
小国 綾子／編訳

文溪堂

14 いのちを救う災害時医療 森村 尚登／著 河出書房新社

15 マレスケの虹 森川 成美／作 小峰書店

16 子犬たちのあした　ロンドン大空襲
ミーガン・リクス／作，
尾高 薫／訳

徳間書店
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